忘（わす）れられない 人（ひと）の面影（おもかげ）

遠（とお）い空（そら）に返（かえ）したら さくら舞（ま）い散（ち）る

川（かわ）沿（そ）いの道（みち）を二人（ふたり）で歩（ある）いたあの日（ひ）

雪（ゆき）解（と）け水（みず）が川面（かわも）煌（きら）めいて
満開（まんかい）の桜（さくら）の下（した）で君（きみ）と未来（みらい）を
語（かた）り合（あ）ったのに

忘（わす）れられない 人（ひと）の面影（おもかげ）

遠（とお）い空（そら）に返（かえ）したら さくら舞（ま）い散（ち）る

古（ふる）い街（まち）並（な）み一人（ひとり）で歩（ある）くこの春（はる）

山（やま）から吹（ふ）き降（お）ろす風（かぜ）は冷（つめ）たくて
未（いま）た癒（い）えていない傷（きず）を抱（かか）えた僕（ぼく）を
包（つつ）む 陽球（ひたま）に

忘（わす）れられない 人（ひと）の面影（おもかげ）

遠（とお）い空（そら）に返（かえ）したら さくら舞（ま）い散（ち）る

忘（わす）れられない 人（ひと）の面影（おもかげ）

遠（とお）い空（そら）に返（かえ）したら さくら舞（ま）い散（ち）る